












伊 藤 道 治
皿一1尊 と曇
尊と曇は、股周青銅礼器の一種である。三星堆では、K1か らは竜虎尊(挿 図48)のほか、
羊首犠尊 ・A・盤 ・器蓋各1が 確認されているが、竜虎尊がほ 黛完全な形であるほかは、いず
れも残片のみで、復原 も不可能であ り、K1では青銅礼器はほとんど重視 されなかったと言っ







が うかがえる。その他の器については、特に言 うべきことはない。 これに対 して、K2か らは
大口尊8器 、円曇3器 、方曇一蓋とも一1器 、大口尊の破損 したもの2器分、計14器が発見さ
れた。ほとんどが器高50糎以上の大型のものである。
この尊と曇は両者とも酒を貯えてお くもので、中原地域でも盛んに使用されたものであるが、
尊 ・曇 とも中原のものとは体形、文様が異る。 とくにこのK2か らはこの2種 しか発見 され
ていないのが注 目される。一体青銅礼器には、食器としての鼎 ・吊 ・蔵 ・篁 ・豆など、水器と
して盤 ・匝、酒器 としての爵 ・甑 ・畢 ・盃 ・由 ・壷などがあ り、特に酒を飲む時に使用する
爵 ・甑 ・畢などは中原地域では一般社会の土器製のものをふ くめて最も普遍的なものであ り、
また食器では鼎 ・扇 ・笙などが一般的に使用されたが、三星堆ではK1の 残片を除いて尊と
曇の2種 しか発見されていない一或いは使用されていなかったと言 うべきか一 ので、中原や長
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尊と皿式円曇は圏足が高 く、圏足の獣面文は虎耳角をつけ、額の上に牌様の飾 りがあ り、下顎
の先端は外側に巻 くという独特の形式である(施 勤松 「論我国南方出土的商代青銅大 口尊」
r文物』1998年10期)。この圏足の獣面 も開口式で、切開された左右の下顎の縁に沿 って牙と
歯列をつける。この形式の獣面も独自性が強 く、中原地域では一般的ではない。た 黛しこの獣
面は生硬で動きに乏 しいので、この形式の獣面を硬式 と呼ぶ。 この3器 以外の]1式円尊(K2




両側の口の一方のみを左右対照になるように造形 している。 しか し尊や曇では左右に切 り開か
れた下顎に沿って歯列と牙が表現されるため、G型 銅鈴や蘇村の獣面とは異質のもののように
見えるが、いずれも牙の奥に歯列をつけるとい う点で通 じるものがあ り、同じ造形理念によっ
て表現されたものとすることができる。従って城固と三星堆の間には交流があったことを示 し
ている。た 黛歯列がどのような意味をもっているのかは明らかではない。


































































器蓋(K1:135)が発見 されているが、いずれも残破 してお り、その他の器種は発見 されて
いない。 したがって三星堆では、中原で最も普遍的に見られる食器の鼎 ・吊 ・篁、飲酒器であ




















はK1が 百年近 く早いとしているが、これに対 しては考古学者の間でも異見があ り、必ず し
も考え方は一定 していない。K1とK2と の間には言 う程の年代差はないとすることができる
可能性がある(1-3人 頭像頁176参照)。従って両坑出土の青銅器の年代は股前期から中期初











器晩期の石家河文化(湖 北省天門市石家河遺跡)に は両翼を展げて飛翔する鷹を表わ した玉製
品(W6:7)が ある。幅4糎 、厚1.2糎の小さなものであるが、これ との関係を示唆する研
究者 もある。また同 じ遺跡か ら出土 した玉製の人頭像(W6:17、W6:14など)に は耳飾
をつけたものが数介あ り、眼、口の表現法も類似する所があ り、これも三星堆の人面などの先
駆形態ではないかとする説がある(挿 図59)。これらの玉の人面は長6糎 ほ どのものが大型で、




西南部漢中盆地の城固県蘇村出土の青銅人面が注 目されるが、眼 ・鼻 ・口などの造型は三星堆
の人面とは全 く異質である。新干の双面神人頭像(挿 図60)や城固の人面(挿 図61)の眼は真
丸 く、い くらか出目であるのに対 し、三星堆のものは切れあがった鋭い眼であ り、新干や城固
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の鼻は低い平たい鼻であるのに対 し、三星堆のものは鼻梁が通った高い鼻が多い。口は三星堆
のものが一文字に強 く引き締めているのに対 し、新干や城固のものは歯をむき出しに している。
従って顔立ちが全 くことなるので、三星堆と新干 ・城固のものを一つに して扱 うことはできな
い し、想像を逞 しくすれば、三星堆の人面などの造型が、む しろ特異と言 うべきかもしれない。
ところで、この城固県の清河と漢水とにはさまれた一帯からは、1955年から76年にかけて多
数の青銅器を出土 した一た 黛し学術的発掘によるものではない。そのなかには、蘇村において
出土 した方曇(76:139、挿図62)の如 く、典型的な中原様式で、安陽の婦好墓か ら出土 した
方曇(856)の形、文様 とも非常に類似 してお り、巧みな鋳造技術者が中原地域か ら来住 して
いたか、或いはこの器そのものが中原から運ばれて来たのではないかと思わせるものがある。
また蘇村から西北にある呂村で出土 した篁(75:145)も、婦好墓出土の篁(832)と形 ・文様
ともに非常に近い(唐 金裕 ・王寿芝 ・郭長江 「陳西省城固県出土股商銅器整理簡報」、『考古』
















るかと思 う。一般的には漢水 ・長江と分けず、長江流域として第1説 で漠然と説明する場合が
多いが、第2説 は李伯謙氏(前 掲論文)、第3説 は施勤松氏(前 掲論文)に よって考えられて
いる。例えば、城固出土の典型的な中原様式の方曇(76:139、挿図62)などは第2説 で考え
た方がよいように思えるし、一方二つの大口尊などは第3説 で考えるべきかと思 うが、いずれ
に しろ漢中と三星堆とは可成 り緊密な関係が一時期あったことは確かである。た 黛長江中下流








い うこと、また河南西部から清水流域を経て周原地域に入るルー ト即ち函谷関ルー トは、その
理由は明らかではないが、股末期までは殆ど使用されなかったとい うことである。
さて、これまで青銅器の伝播は、長江中下流域から上流へと一方的に行われたとい う基調で
説明して来た。 しか し果た してそれだけであったのだろうか。例えば新干の大墓で発見された
耳に鳳鳥をつけた二つの円鼎(挿 図39、46)は、三星堆では じまった鳳鳥のモチーフが、菱竜
形の足の目の形一三星堆の獣首冠の眼である一 とともに新モー ドとして長江中下流に伝わ り、
一方陳西北部にも伝わったと考えてみることも必要なことかもしれない。また爪を誇張 した足
を持つ平口式の動物文も、動物文は中下流域から伝えられたかもしれないが、それに足をつけ、
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場には、たとえば一号大型神樹が設置され、その近 くでは実際の人間の神官たちが祭儀を行な










獣面に対 してC型 人面の荘嚴化を計画 したことなどは、統一された宗教意識をもった集団がそ





ところでK1・K2の 二坑の うち、K1か らは少数の尖底蓋 と器座などの土器を出土 してい
るのに対 し、K2か らは土器などの類はほとんど出土 していない。 したがってK2の 器物は、
一般社会の生活 とは結びつかない孤立したものであると言わねばならない。そのため、K2出
土の人面 ・人頭像に しても、青銅礼器に しても一般社会の動きとともに理解することができな
い。尊や曇は酒を貯えてお く器であ り、祭場に設置されたであろうが、その器から酒を くみ、
それを地に潅いだ り、飲むためには、土器の鳥頭柄勺や尖底蓋を使用 したと推定 した。K2か






そらくK2出 土の鳥型のものの基本が猛禽であ り、人間 と神 とを結びつけるものであったこ
とと表裏するものであったと考えてよい。 したがってこの第二期前段の時期には鳥頭柄勺と尖
底蓋が共存 していたことになり、K1とK2と は、それ程年代に差がないと考えた方がよいの


















較対照することは、む しろ意識的に避けてきた。それは、古史に しても口頭伝承に しても、そ
れぞれ独自に今後の整理研究が必要であ り、現段階でこれと考古学的資料を恣意的に結びつけ




である。書き終えた現在空想 していることは、このような人面 ・人像や鳥 ・礼器などをは じめ、
土器などをも含めて、同類のものは三星堆より西北の地域一茂波地域一からは、現在のところ
ほとんど発見されていないこと(李伯謙前掲論文)を 考えると、三星堆族は西北からこの地に
南下 したものではなく、或いは南から北上 した人びとの一部であ り、その最北の前線であった
のかもしれないとい うことである。その意味でも金沙遺跡一住趾 ・墓葬が中心と概報が伝えて
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挿図目次
〔注意事項〕 目次の各項の記載は、資料名 ・資料番号 ・出典略稔 ・出典中の図版番号の順である。出
典の略稔の説明は、目次末尾に、その正式の書名(論 文名)・編著者名 ・出版社名(掲 載雑誌名)・発




























B型 凸 目巨大 獣 面K2②:148r報 告 』 図58
A型 凸 目巨大 獣 面K2②:144r陳 著 』37
B型 人 面K2②:153r報 告 』 図52
C型 人 面K2②:60r報 告 』 図54
Da型 人 面K2③:llgr目 録 』26
Db型 人 面K2②:331r目 録 』24
Ab型 人頭 像K1:6『 目録 』120
Aa型 人 頭 像K1:2『 目録』ll8
C型 人 頭 像K1:5『 陳 著 』12
Ba型 人 頭像K1:ll『 目録 』121
Bb型 人 頭 像K1:72『 報 告 』 図版4の1
Bc型 人 頭 像K1:3『 報 告 』 図 版4の2
人 頭 像K1?『 陳 著 』19
A型 人 頭 像K2②:83r報 告』 図44
Ba型 人 頭像K2②:154r目 録 』7
Ba型 人 頭像K2②:17r陳 著 』18
Ba型 人 頭像K2②:ll8r目 録 』6
Bb型 人 頭 像K2②:gor報 告 』 図47
Ca型 人 頭 像K2②:58r報 告 』 図48
金 製 面K1:282『 陳 著 』87
A型 金 面 人 頭 像K2②:45r報 告 』 図49
B型 金 面 人 頭 像K2②:214r報 告 』 図50
大 立 人 像K2②:149、150r報 告 』 図40
獣 首 冠 人 像K2③:264r目 録 』77
大 立 人 像 顔 面K2②:149、150r陳 著 』1






































































































虎頭獣面尊 『銅器』 図版10安 徽省阜南県朱砦出土
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62方 暑 蘇村76:139『城固銅器』 図二の1
63大 口尊 蘇村64:1『 城固銅器』 図四の1、2
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